
通
信
教
育
部

事
務
局
よ
り

通
信
教
育
部

事
務
局
よ
り

通
信
教
育
部

事
務
局
よ
り

通
信
教
育
部

校
友
会
よ
り

通
信
教
育
部

校
友
会
よ
り

通
信
教
育
部

校
友
会
よ
り

編 

集 

後 

記

通
信
教
育
部

　
前
長
野
県
支
部
長
の
吉

川
貢（
88
歳
）が
令
和
５
年

10
月
14
日
ご
逝
去
さ
れ
ま

し
た
。

　
慈
に
ご
冥
福
を
心
よ
り

お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

訃

　報

ご
卒
業

 

お
め
で
と
う

ご
卒
業

 

お
め
で
と
う

　
前
福
井
県
支
部
長
の
佐

賀
美
博（
89
歳
）が
令
和
５

年
４
月
16
日
ご
逝
去
さ
れ

ま
し
た
。

　
慈
に
ご
冥
福
を
心
よ
り

お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

令和４年度収支決算（第５２期）

■支出の部
４年度決算（B）
運営費支出：4,383,184（誤）→4,383,598（正）
雑費：37,044（誤）→37,458（正）
小計：10,824,958（誤）→10,825,372（正）
次期繰越金：10,564,979（誤）→10,564,565（正）
差異（A-B）
運営費支出：2,846,816（誤）→2,846,402（正）
小計：5,145,042（誤）→5,144,628（正）
次期繰越金：△4,425,162（誤）→△4,424,748（正）

お 詫 び
令和５年度収支予算（第５３期）

■収入の部
令和５年度予算
前年度繰越金：10,549,979（誤）→10,564,565（正）
合計：21,980,979（誤）→21,995,565（正）
増減
前年度繰越金：831,162（誤）→845,748（正）
合計：△128,838（誤）→△114,252（正）

■支出の部
令和５年度予算
印刷費：10,000（誤）→100,000（正）
次期繰越金：6,900,979（誤）→6,915,565（正）
合計：21,980,979（誤）→21,995,565（正）
増減
次期繰越金：761,162（誤）→775,748（正）
合計：△128,838（誤）→△114,252（正）

会報101号に掲載した予算及び決算書に
ついて以下の誤りがございました。
ここにお詫びして訂正させていただきます。

当
担
集
編
報

田
師

　

茂
裟
袈

井
藤

　
　

和
友

本
橋

　
　

子
立

上
村

　

み
ゆ
ま

嵐
十
五

　
奈
美

村
田

子
芳

編 

集 

後 

記

〒
167-

0033
　

水
清
区
並
杉
都
京
東

三-

三
一-

六-

七
〇
六

話
電

   

〇
九
〇

-

〇
七
七
八

-

二
三
二
二

会
友
校
部
育
教
信
通
学
大
本
日

  

事
幹
部
支
都
京
東

会
友
校
学
大
本
日

  

部
支
四
第
都
京
東

  

事
幹

玉

井

孝

丸

地
方
ス
ク
ー
リ
ン
グ

学
生
支
援

通
信
教
育
部

令
和
５
年
度
９
月
卒
業
生

法
学
部
法
律
学
科 

17
名

法
学
部
政
治
経
済
学
科 

９
名

文
理
学
部
文
学
専
攻（
国
文
学
）

 

７
名

文
理
学
部
文
学
専
攻（
英
文
学
）

 

37
名

文
理
学
部
哲
学
専
攻 

 

８
名

文
理
学
部
史
学
専
攻 

 

４
名

経
済
学
部
経
済
学
科 

 

14
名

商
学
部
商
業
学
科 

 

48
名

 

計
　
１
４
４
名

大
学
院
総
合
社
会
情
報
研
究
科

令
和
５
年
度
９
月
修
了
生

博
士
前
期
課
程

国
際
情
報
専
攻 

１
名

人
間
科
学
専
攻 

２
名

 

計
　
３
名

■
優
等
賞

経
済
学
部
経
済
学
科

 

柳
生
　
　
宏

■
部
長
賞

文
理
学
部
史
学
専
攻

 

千
野
恵
里
花

■
校
友
会
長
賞

文
理
学
部
文
学
専
攻（
英
文
学
）

小
澤
　
庸
子

■
精
励
賞

文
理
学
部
文
学
専
攻（
国
文
学
）

荻
野
　
照
子

文
理
学
部
文
学
専
攻（
英
文
学
）

川
崎
　
洋
一

文
理
学
部
哲
学
専
攻飯

塚
　
　
靖

地
方
ス
ク
ー
リ
ン
グ

学
生
支
援

令
和
５
年
７
月
15
日
㈯

大
阪
・
福
岡
ス
ク
ー
リ
ン
グ

令
和
５
年
11
月
11
日
㈯

札
幌
・
大
垣
ス
ク
ー
リ
ン
グ

　
現
在
、独
り
に
な
る
こ
と

が
多
い
学
生
。そ
の
学
生
間

の
橋
渡
し
を
す
る
事
で
輪
を

広
げ
学
修
意
欲
の
向
上
を
図

り
、ま
た
、校
友
会
を
認
知

し
て
も
ら
い
少
し
で
も
会
員

増
加
に
つ
な
が
る
た
め
に
学

生
・
教
職
員
・
校
友
・
学
習
セ

ン
タ
ー
指
導
員
に
よ
る
懇
親

会
を
校
友
会
で
主
催
い
た
し

ま
し
た
。

■
入
学
課

『
学
生
募
集
』

　
令
和
６
年
度
学
生
募
集
の

日
程
が
決
ま
り
ま
し
た
。

　
出
願
期
間

◎
前
期
生

12
月
９
日
㈯
〜
５
月
31
日
㈮

◎
後
期
生

７
月
10
日
㈬
〜
10
月
31
日
㈭

　
通
信
教
育
部
で
は
、よ
り

良
い
学
修
環
境
の
整
備
に
力

を
入
れ
て
お
り
、令
和
６
年

度
は
ス
ク
ー
リ
ン
グ・メ
デ
ィ

ア
授
業
合
わ
せ
て
約
６
７
０

講
座
を
開
講
す
る
予
定
で
す
。

　
卒
業
生
の
皆
さ
ん
の
お
知

り
合
い
の
中
に
通
信
教
育
に

興
味
の
あ
る
方
、働
き
な
が

ら
学
べ
る
大
学
、教
員
免
許

の
取
得
や
生
涯
学
習
の
場
を

お
探
し
の
方
が
い
ら
っ
し
ゃ

い
ま
し
た
ら
、是
非
、母
校
で

あ
る
本
学
通
信
教
育
部
を
ご

紹
介
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
入
学
課
で
は
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
通
じ
て
、通
信
教
育
部

が
ひ
と
り
で
も
多
く
の
方
に

広
く
知
れ
わ
た
る
よ
う
、入

学
説
明
会
の
情
報
な
ど
の
更

新
に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

　
入
学
説
明
会
は
オ
ン
ラ
イ

ン
や
東
京
の
市
ヶ
谷
キ
ャ
ン

パ
ス
、全
国
の
学
習
セ
ン
タ
ー

等
を
利
用
し
て
の
開
催
を
予

定
し
て
い
ま
す
。ま
た
、全
国

の
主
要
都
市
で
開
催
さ
れ
る

私
立
大
学
通
信
教
育
協
会
の

合
同
入
学
説
明
会
に
も
参
加

し
ま
す
。

　
ご
来
場
い
た
だ
い
た
方
に

は
最
新
の
情
報
を
提
供
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。開
催
日

程
等
の
詳
細
に
つ
き
ま
し
て

は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
参
照

く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

■
教
務
課

『
９
月
卒
業
・
修
了
』

　
令
和
５
年
度
９
月
卒
業
の

学
位
記
授
与
式
が
、同
年
10

月
14
日
㈯
に
行
わ
れ
、通
信

教
育
部
と
大
学
院
総
合
社

会
情
報
研
究
科
か
ら
は
１
４

７
名（
う
ち
大
学
院
３
名
）

の
学
生
が
、卒
業
・
修
了
し

ま
し
た
。

『
同
祝
賀
会
』

　
学
位
記
授
与
式
終
了
後
、

卒
業
祝
賀
会
が
日
本
大
学

桜
門
会
館
桜
ホ
ー
ル
に
お
い

て
、北
村
校
友
会
長
か
ら
祝

辞
を
い
た
だ
き
、華
や
か
に

行
わ
れ
ま
し
た
。

『
在
学
生
数
』

　
令
和
５
年
10
月
１
日
現
在

で
の
在
学
数
は
、７
４
６
０

名
で
す
。

■
学
生
課

『
オ
ン
ラ
イ
ン
サ
ロ
ン（
交
流

会
）』

　
令
和
５
年
度
学
生
支
援

策
の
１
つ
と
し
て
、教
員
と

学
生
及
び
学
生
同
士
が
交
流

す
る「
オ
ン
ラ
イ
ン
サ
ロ
ン
」

を
実
施
し
ま
し
た
。オ
ン
ラ

イ
ン
サ
ロ
ン
は
前
期（
４
月

〜
９
月
）に
４
回
開
催
し
、後

期（
10
月
〜
２
月
）は
５
回

開
催
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

設
定
し
た
テ
ー
マ
に
つ
い
て

情
報
交
換
を
す
る
回
や
テ
ー

マ
を
決
め
ず
自
由
に
交
流
を

す
る
回
も
あ
り
、前
期
は
延

べ
58
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

参
加
し
た
動
機
を
聞
い
て
み

る
と
、「
学
修
の
仕
方
に
つ
い

て
情
報
共
有
し
た
い
」や「
卒

業
論
文
や
リ
ポ
ー
ト
の
取
り

組
み
方
に
つ
い
て
聞
き
た
い
」

「
交
友
関
係
を
広
げ
た
い
」な

ど
普
段
交
流
す
る
場
が
少
な

い
通
信
教
育
部
の
中
で
、こ
の

オ
ン
ラ
イ
ン
サ
ロ
ン
を
き
っ
か

け
に
積
極
的
に
交
流
を
図
っ

て
い
き
た
い
と
い
う
希
望
が

多
く
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　
後
期
の
オ
ン
ラ
イ
ン
サ
ロ

ン
で
は
卒
業
生
や
学
習
セ
ン

タ
ー
の
指
導
員
も
参
加
し
、

交
友
関
係
が
よ
り
広
が
る
会

を
目
指
し
ま
す
。今
後
は
オ

ン
ラ
イ
ン
開
催
だ
け
で
な
く
、

対
面
で
の
イ
ベ
ン
ト
開
催
を

目
指
し
て
運
営
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

令和6（2024）年5月18日（土）（予定）

第53回
定期総会のお知らせ

新年明けまして
おめでとう
ございます

　
学
生
か
ら
は
、「
こ
う
い
う

組
織
が
あ
っ
た
の
か
」「
学
習

セ
ン
タ
ー
と
い
う
モ
ノ
を
知

れ
て
よ
か
っ
た
」「
こ
う
い
う

会
を
開
い
て
く
れ
た
お
か
げ

で
、み
ん
な
と
仲
良
く
な
れ

た
」な
ど
の
声
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　
ま
た
、先
生
方
か
ら
も「
そ

れ
ま
で
独
り
独
り
だ
っ
た
学

生
が
、懇
親
会
翌
日
に
は
輪

に
な
っ
て
い
た
」「
学
生
と
近

く
な
れ
て
よ
か
っ
た
」な
ど

の
お
言
葉
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。

《
会
報
の
原
稿
に
つ
い
て
》

　
会
報
の
記
事
原
稿
の
内
容

に
つ
い
て
は
、各
支
部
・
ブ

ロ
ッ
ク
の
活
動
報
告
、春
秋

の
叙
勲
・
褒
章
の
受
章
者
や

支
部
活
動
の
貢
献
者
等
の
校

友
紹
介
、通
信
教
育
部
校
友

会
の
本
部
や
事
務
局
に
対
す

る
提
案
、随
筆
そ
の
他
、な
ん

で
も
結
構
で
す
。本
会
事
務

局
宛
て
に
お
送
り
く
だ
さ
い
。

　
た
だ
し
、原
稿
は
次
の
事

項
に
留
意
し
て
、ご
作
成
く

だ
さ
い
。

⑴
２
桁
の
数
字
は
１
マ
ス
に

　
書
き
入
れ
る
。

（
例
）○
12
月
31
日

　
　×

十
二
月
三
十
一日

⑵
曜
日
は
１
マ
ス
で
表
記
す

   

る
。（
例
）㈰
㈪
㈫

⑶
校
友
紹
介
の
原
稿
に
は

    

顔
写
真
を
添
付
す
る
。

㊟
ご
寄
稿
い
た
だ
い
た
原
稿

は
、広
報
部
に
お
い
て
掲

載
の
可
否
を
判
断
の
上
、

忠
実
に
掲
載
す
る
よ
う
心

が
け
て
お
り
ま
す
が
、会

報
の
公
共
性
、紙
面
構
成

の
都
合
等
に
よ
り
、修
正

す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ

さ
い
。

《
支
部
・
ブ
ロ
ッ
ク
総
会
開
催

報
告
書
に
つ
い
て
》

　
報
告
書
は
前
項
に
従
っ
て

ご
作
成
く
だ
さ
い
。報
告
書

を
提
出
し
た
支
部
及
び
ブ

ロ
ッ
ク
に
対
し
て
は
、規
定
の

補
助
金
を
支
給
し
ま
す
。提

出
資
料
は
、次
の
３
点
で
す
。

①
開
催
報
告
書

　
前
項
を
遵
守
し
、６
０
０
字

程
度
に
ま
と
め
て
く
だ
さ
い
。

②
集
合
写
真

③
郵
便
振
替
用
紙

   （
払
込
取
扱
票
）

メール作成
QRコード

　
た
だ
し
、口
座
番
号
・
加

　
入
者
名
を
明
記
の
こ
と
。

《
原
稿
の
提
出
に
つ
い
て
》

　
原
稿（
写
真
画
像
も
含
む
）

の
ご
提
出
に
当
た
っ
て
は
、

可
能
な
限
り
、左
記
の
ア
ド

レ
ス
に
宛
て
て
、メ
ー
ル
添
付

に
て
電
子
フ
ァ
イ
ル
の
形
で

お
送
り
く
だ
さ
い
。

〈
会
報
用
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
〉

kaihou@nudld-koyukai.com

　　
会
報
編
集
作
業
の
効
率

化
、事
務
局
業
務
の
省
力
化

の
た
め
、各
位
の
ご
協
力
の

ほ
ど
、何
卒
よ
ろ
し
く
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

《
会
報
発
送
補
助
費
に
つ
い
て
》

　
各
支
部
に
お
い
て
、所
属

す
る
校
友
各
位
に『
通
信
教

育
部
校
友
会
報
』を
発
送
し

た
際
は
、左
記
の
書
類
を
添

え
て
、本
会
事
務
局
に
ご
申

請
く
だ
さ
い
。１
部
に
つ
き

上
限
１
０
０
円
ま
で
補
助
費

を
支
給
し
ま
す
。

①
会
報
発
送
補
助
費
申
請
書

②
発
送
代
金
の
領
収
書（
コ
ピ
ー
）

③
郵
便
振
替
用
紙（
払
込
取
扱
票
）

　
た
だ
し
、口
座
番
号
・
加

　
入
者
名
を
明
記
の
こ
と
。

《
事
務
局
よ
り
お
知
ら
せ
》

　
校
友
会
報
の
発
送
、総
会

等
の
案
内
状
送
付
そ
の
他
の

都
合
上
、お
引
越
し
等
で
ご

住
所
が
変
更
さ
れ
た
場
合

は
、な
る
べ
く
早
期
に
本
会

事
務
局
ま
で
お
知
ら
せ
く
だ

さ
い
。

　
本
会
事
務
局
の
業
務
日
時

は
現
在
、月
〜
金
曜
日（
祝

祭
日
を
除
く
）10
〜
18
時
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
度
、会
報
１
０
２
号
の

発
行
を
し
ま
し
た
。会
報
用
原

稿
を
確
認
し
た
と
こ
ろ
コ
ロ
ナ

禍
の
中
で
コ
ロ
ナ
に
よ
る
影
響

が
少
な
く
、２
年・３
年
ぶ
り

に
対
面
に
て
ブ
ロ
ッ
ク
総
会
、

支
部
総
会
を
実
施
し
た
こ
と
が

確
認
出
来
ま
し
た
。有
難
う
ご

ざ
い
ま
す
。

　
し
か
し
、各
支
部
の
会
員
の

方
々
に
よ
る一
般
原
稿
が
な
く

各
支
部
の
地
域
で
の
特
徴
の
あ

る
出
来
事
、行
事
、お
祭
り
、国

内
旅
行
、海
外
旅
行
等
々
個
人

的
な
も
の
で
も
構
い
ま
せ
ん
。

原
稿
な
ど
を
投
稿
し
て
頂
け
れ

ば
幸
い
で
す
。

　
通
信
教
育
部
校
友
会
の
役

員
の
方
々
に
も
、個
人
の
趣
味

で
行
っ
て
い
る
事
、地
域
で
の

出
来
事
な
ど
の
原
稿
を
投
稿
し

て
い
た
だ
く
事
を
お
願
い
し
た

く
考
え
中
で
す
。

　
現
在
は
各
支
部
で
発
行
の
特

徴
の
有
る
記
事
に
つ
い
て
許
可

を
受
け
て
掲
載
し
て
い
ま
す
。

過
去
に
掲
載
さ
れ
た
記
事
は
数

件
あ
り
ま
す
。

　
会
報
の
ペ
ー
ジ
数
も
本
来
で

す
と
８
ペ
ー
ジ
と
な
り
ま
す
が

今
回
１
０
２
号
の
ペ
ー
ジ
数
は

原
稿
が
少
な
く
６
ペ
ー
ジ
と
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。誠
に
申

し
訳
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。

　
今
後
の
課
題
で
す
が
、Ａ
３

版
新
聞
型
で
な
く「
Ａ
４
版
」

８
頁
の
冊
子
に
し
て
は
ど
う
か

と
の
意
見
も
あ
り
、編
集
委
員

の
方
々
の
ご
意
見
と
、関
係
者

の
ご
意
見
も
お
聞
き
し
て
検
討

を
し
て
ま
い
り
ま
す
。ま
た
、カ

ラ
ー
版
に
し
た
ら
ど
う
か
、も

意
見
と
し
て
あ
り
ま
し
た
。検

討
の
結
果
は
ご
報
告
致
し
ま

す
。宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

　
　
広
報
部
　
師
田
袈
裟
茂
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